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カビ臭の原因物質 

 

はじめに 

食品や飲料水等において ,カビ臭と表現される異臭の発生することがあります。

我が国では梅雨の時期等にカビは身近によく発生することから，カビ臭は多くの人

が嗅いだ経験のある臭いです。このため，この臭いと似たような臭気の状態を表す

表現として，カビ臭という言葉がよく使われているとも考えられます。私どもに寄

せられる異臭検査においても，カビ臭の依頼数は毎年上位に位置しています。 

今回は，カビ臭の原因物質についてご紹介します。 

 

２種類のカビ臭 

カビ臭は，浮遊したカビ等の胞子や菌糸そのものが臭気を発するのではなく，藻

類や放線菌などの細菌が生成する物質の存在によって臭気を感じているのです。 

その原因物質の一つは，放線菌や藻類が直接産生する物質によるものです。しば

しば「本来のカビ臭」と言われています 1 )。  

他の一つは，元々存在する前駆物質にカビなどが作用することでその化学構造が

変化するケースです 1 )。このケースで生成した物質にもカビ臭を放つものがあり，

「もう一つのカビ臭」と言われています。 

どちらの場合でも ,これらの原因物質による食品等のカビ臭被害は深刻となるこ

とが多く，その対策には汚染物質の除去，汚染経路の解明及び製品の製造，保管，

移送工程の見直し等，多大な労力とコストが必要となります。 

 

本来のカビ臭  

「本来のカビ臭」の原因となる物質は，2-メチルイソボルネオール及びジオスミ

ン (図－ 1)がよく知られています。 

 

 

 

 

 

 

 

2-メチルイソボルネオール        ジオスミン  

図－ 1 2-メチルイソボルネオール及びジオスミン  

 

2-メ チ ル イ ソ ボ ル ネ オ ー ル は 墨 汁 様 の 臭 い を 呈 す る 物 質 で ， 水 で の 官 能 閾 値 は

5ng/L と言われています。また，ジオスミンは純カビ臭と言われ，いわゆる土臭・
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泥臭を呈し，水での官能閾値は 10ng/L と言われています 2 )。このように，これら

の物質は非常に低濃度でもカビ臭としてヒトに認識されます。 

これらの物質は， Anabaena 属等の藍藻類や Streptomyces 属等の放線菌が貯水池

及び汚濁の進行した流れの緩やかな河川で繁殖することで産生され，水道水源を汚

染します。かつては，水源中のこれら汚染物質を除去できず，水道水でカビ臭が発

生したこともありました。  一般的には，水温が 20～ 30℃と高くなる夏季に異臭事

例が多くなります 1， 2 )。  

現在，我が国の水道法では水道水に対し，2-メチルイソボルネオール及びジェオ

スミン *について，各々の物質で 0.00001mg/L（ 10ng/L）以下という基準値が設定さ

れています。  

なお，昨今ではオゾン処理・粒状活性炭処理などによる高度浄水処理によってカ

ビ臭は除くことができることから，水道水での異臭被害は減少しています。  

2-メチルイソボルネオール及びジオスミンによる異臭発生は，水に限ったもので

はありません。これらに汚染された水を食品や包材の原材料としたり，生産ライン

の洗浄水として使用した場合には，最終製品を汚染して異臭発生の原因となるため

注意が必要です。 

*：水道法ではジオスミンは「ジェオスミン」と表記されています。  

 

もう一つのカビ臭 

「もう一つのカビ臭」の原因となる物質として，ハロゲン化アニソールがありま

す。ハロゲン化アニソールはアニソールの 2～ 6 位に塩素等のハロゲンが 1～ 5 個配

位した物質です。その一つである 2,4,6-トリクロロアニソール (TCA)は，食品での

官能閾値が ppt（ 0.001ng/g）～ ppb（ ng/g）レベルと極めて低く 3 )，昇華性の高い

物質です。また，古く (1970 年代 )から異臭原因物質として数々の食品で検出され

た事例があり 4， 5 )，カビ臭原因物質として発生頻度の高い注意すべき物質です。 

TCA は Penicillium， Aspergillus， Trichoderma， Chrysonilia 属等のカビの作

用 に よ っ て ， 木 材 用 防 黴 剤 と し て 使 用 さ れ て き た 2,4,6-ト リ ク ロ ロ フ ェ ノ ー ル

(TCP)の水酸基が O-メチル化されて生成します (図－ 2)  1， 4～ 6 )。  

また，パルプを塩素漂白した際に，リグニン分解物のフェノールが塩素化されて

TCP が生成した後，これが同様に微生物によって O-メチル化されて TCA となる経路

もあります 5 )。  

 

 

 

 

 

 

TCP                          TCA 

図－ 2 2,4,6-トリクロロアニソールの生成機構  
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したがって，TCP を使用した木製パレットや塩素漂白を行った包材を使用してい

る場合は，食品等の製造，移送及び保管中に TCA が生成し，その臭気が製品へ移行

する可能性が高くなります。  

更に，近年では 2,4,6-トリブロモフェノール (TBP)が，その毒性の低さから TCP

に替わって木材用防黴剤の用途で使用されています。TBP も TCP と同様の経路で O-

メチル化され， 2,4,6-トリブロモアニソール (TBA) (図－ 3)が生成されます 5 )。  

TBA も TCA と同様に官能閾値が非常に低い物質で，強烈なカビ臭を放つ物質です。

また， TBA は防黴剤由来以外にも，樹脂に配合される臭素系難燃剤の不純物及び副

生成物として検出されることもあります 1 )。  

製品の包装，運搬，保管などに使用される紙，木材及び樹脂に由来する TCA 及び

TBA は，近傍の食品，飲料水などに対してわずかな量でもカビ臭発生を引き起こし

ます。このことから，食品等の製造から販売に至るまで， TCA 及び TBA による汚染

には十分な注意が払われるべきです。  

 

 OCH3

BrBr

Br  

図－ 3 2,4,6-トリブロモアニソール (TBA) 

 

その他のカビ臭 

カビ臭には，上記 4 種の他にも原因物質となるものがあります。 

オクタ -1,3-ジエン，α -テルピネオール， 4,4,6-トリメチル -1,3-ジオキサン，

トリメチルアニソール及び 1-オクテン -3-オール等がその例です。 

これらの物質の考えられる発生機作は，微生物による代謝，脂質の自動酸化，殺

菌剤としての使用，化学反応など様々です 6 )。  

このうち 1-オクテン -3-オールは別名マツタケオールとも呼ばれ，マツタケ等の

キノコ類に天然に存在する独特な香気を持つ物質です。しかし食品に含まれる脂質

の自動酸化によっても生成し，キノコ類以外の予期せぬ食品に存在した場合にはカ

ビ臭の原因物質になる可能性があります。 

 

カビ臭原因物質の分析法 

今回ご紹介した物質は，主に精油定量器で蒸留・抽出後，ガスクロマトグラフ -

質量分析計を用いた選択イオンモニタリング (SIM)によって定量分析を行っていま

す (図－ 4)。また，カビ臭原因物質の官能閾値は低いことが多いため，これらの物

質については ppt～ ppb レベルを定量下限とする分析が必要とされます。 
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図－ 4 食品中の 2,4,6-トリクロロアニソールのマスフラグメントグラム例  
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